
『きつね、きつね、きつねがとおる』 
伊藤遊／作  岡本順／絵   ポプラ社 2011 

おとなは いいなぁ、はなよめさんも だいどうげいも きれいな おは

なだって せのびしなくても みえるんだもの。 でもね、こどもには 

みえるのに おとなには みえないものも あるんだよ。 それはね、 

きつねがね･･･。ふしぎな おはなしです。 

 

『悲しい対馬丸の話 命こそ大切』 
久野登久子，山本和昭／文  松平恒忠／英文 

佐藤八重子／訳 フレーベル館 2009 

せんそうが はげしくなって おきなわは きけんに なってきました。

こどもや おんなのひと おとしよりは つしままるに のって 「そか

い」することに なったのです。かなしい せんそうの れきしが かた

られています。 

 

『やくそくのどんぐり』 
大門高子／文  松永禎郎／絵   新日本出版社 2010 

しあわせな まいにちを おくっていても いつも どこかで おびえて

いた スンギさん。せんそうちゅうに ひろしまで げんばくに あって

いたのです。ちりょうを とおして しりあった せんせいとの ゆうじ

ょうや へいわへの ねがいが あわい しきさいで えがかれています。 

 

『雨をよぶ龍 4 年にいちどの雨ごい行事』 
秋山とも子／文・絵   童心社 2009 

4 年にいちど、ながさ 36 メートル、おもさ 3000 キロのりゅうじん

が、30 人もの男たちにかつがれて町をねりあるき、かんだちがいけ

にむかいます。雨ごい行事のじゅんびの様子から わかりやすく 

書いてあり読みごたえがあります。 

 

『野球場の一日』 
いわた慎二郎／作・絵   講談社 2011 

あさ 9 じ。ゆうがた 6 じから はじまる しあいに むけて、やきゅうじ

ょうの いちにちが はじまります。やきゅうじょうの せつびや はたら

くひと、さらに、やきゅうの どうぐまで、こまかい えが とても たの

しい 1 さつ。ナイターを みに いった きぶんに なれます。
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『わたし、くわがた』 
得田之久／ぶん  たかはしきよし／え   福音館書店 2011 

からだが ちいさくて めだたない くわがたの めすですが、ちいさな

「あご」には、たまごを うむために かれきに あなを あける、つよ

い ちからが あります。あまり しられていない、くわがたの めすの 

ようすが かいてある ほんです。 

 

『わたしがおひさまだったら』 
片山健／さく   福音館書店 2010 

わたしが おひさまだったら どうしようかな。まず あいさつを して  

みんなと いっしょに あそんだり べんきょうしたり おひるねを したり。

こどもたちが いきいきと えががれた げんきに なれる いっさつです。 

 

『よるのおきゃくさま』 

加藤幸子／ぶん  堀川理万子／え   福音館書店 2011 

おばあちゃんの うちに とまりに いきました。おばあちゃんは ひとり

ぐらしですが、ねこも いるし、よるに なると おきゃくさまが おおぜ

い くるから さびしくないと いいます。そとは もう まっくら。いつ 

おきゃくさまが くるのかな。 

 

『白いなす』 
黒瀬圭子／文  宮崎耕平／絵   石風社 2010 

そのころ、日本は、せかいのくにぐにと、せんそうしていました。いつ

こさんのおとうさんやおにいさんも、せんそうにいきました。おかあさ

んがつくってくれる白いなすは、いつこさんたちにとって、なつの たの

しいできごとでした。戦争を考える絵本です。 

 

『へちまのへーたろー』 
二宮由紀子／作  スドウピウ／絵   教育画劇 2011 

ちいさな おんなのこに「きゅうり」と まちがわれた へちまの へーた

ろー。じぶんが へちまで あることを わかって もらおうと いろいろ 

どりょくしますが、あいかわらず「きゅうり」と まちがわれてばかり。

めげない へーたろーは…

『あさがお』 
荒井真紀／文・絵   金の星社 2011 

ちいさな たねから ねが のびて、ふたばが ひらき、つるが のびて、

つぼみが ふくらみ、みごとな はなを さかせ、また たねが できる、

アサガオの いっしょうを かいた えほん。とてもわかりやすく、絵が 

うつくしい絵本です。 

 

『うみべのいちにち』 
ナタリー・テュアル／作  イリヤ・グリーン／絵 

ときありえ／訳   講談社 2010 

ロラと レオは すなあそびを しています。おしろを つくった

り、かいがらや きれいな こいしを ひろったり。 とっても  

たのしい うみべの いちにちが、あざやかな しきさいで えがかれています。 

 

『これ、もっていき』 
村上しいこ／文  伊藤秀男／絵   講談社 2011 

「これ、もっていき」って、おつかいの かえりみちに、だれかに よび

とめられました。さいしょは、きゅうりばたけの おっちゃん。つぎは、

トマトを かかえた おばあちゃん。その つぎは…?とびきり不思議で 

楽しいお話です。 

 

『ぼくとおおはしくん』 
くせさなえ／作   講談社 2011 

よしだくんは なつやすみに こうえんで、かめを かっている おおはし

くんに であいました。ふたりは はしの したに ひみつきちを つくっ

て、そこで いっしょに かめを かうことに しました。ところが  

あるひ、かめが にげだしてしまい―男の子の友情をえがいた心温まる 

絵本です。 

 

『はらっぱむらのなつまつり』 
かとうまふみ／作・絵   フレーベル館 2009 

バッタの ぼうやは はじめての なつまつりに おおはしゃぎ。つい  

おかあさんとの やくそくを わすれて、ホタルの ぎょうれつに つい

ていき まいごに なってしまいます―虫が大好きな子どもにぴった

りの、かわいらしい絵本です。 


